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報告者

同友会では会社を船に見立てて経営の羅針盤となる「経営指針」の作成を薦めております。
２月例会は経営指針研究会の修了生２名が、経営指針で会社がどのように変化したのかを
報告します。「何のために経営しているのか」「何を大切にする会社か」を１年間かけて明文化
し、会社の中で実践するお二人の報告から荒波に耐えうる強い経営の在り方を考えます。

相互電業（株）
代表取締役社長 板倉 利幸 氏
電気工事及び太陽光発電システム設計・施工、
電気保安業務。
2020年度研究会修了生。

経営指針とは

経営指針研究会とは
自身と自社を見つめ直し、自社の経
営理念と経営方針を1年かけて練り
上げます。月1回開催される研究会
ではテキストをもとに研究生が課題
シートを発表し、討論が行われま
す。業種も規模も異なる経営者が
本音で語り合い、少人数での中身の
濃い討論を通じて経営指針をブラ
ッシュアップさせます。

同友会では①経営理念 ②10年ビ
ジョン ③経営方針 ④経営計画 の
四つをあわせて「経営指針」と言い
ます。企業の存在意義を明らかに
し、企業の目的、性格、進むべき方
向を明文化したものが経営理念
で、経営指針の柱をなすものとして
重視されています。


